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デジタル・スマートシティ推進課⾧ 瀧本 陽一

官民連携による幸福感溢れる持続可能なまちづくり
～Well-Being起点で社会をリ・デザイン～



2本日のポイント
人口減少・少子高齢化

デジタルを活用し、市民の幸福感溢れる
持続可能なまちづくりを共創する
⇒ポジティブな好循環を構築
⇒Well-Being起点で社会をリ・デザイン

＃公共の再定義 ＃これまでのまちづくりや制度をアップデート
#マインドセットの転換 #Make our City #自分事化

インプット１:Well-being指標の活用
インプット２:官民共創をファイナンス面で支援
インプット３:ドローンの利活用
インプット４:データ連携基盤の活用
インプット５:Smart City Expo @バルセロナ 参加報告



3国土縮図型の政令指定都市・浜松
【浜松市の特徴】
①国土縮図型政令指定都市
・全国第2位の広大な市域
・市域面積の約７割が森林
・過疎地域が市域面積の約5割

②健康寿命日本一
・4期連続日本一

③ものづくり力
・グローバル企業や多くの製造業の
事業所が立地

・スタートアップ・エコシステム・
グローバル拠点都市
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デジタルファースト宣言（2019年10月31日）

デジタルを活用したまちづくり推進条例（2022年7月1日）

DX推進計画（2023年1月1日）

デジタルを活用したまちづくりの推進

浜松市フェロー

陳内 裕樹 氏 東 博暢 氏 関 治之 氏 日下 光 氏 南雲 岳彦氏 白坂 成功氏

（１）都市づくりのデジタルファースト
（２）市民サービスのデジタルファースト
（３）自治体運営のデジタルファースト

デジタルを活用したまちづくりの推進に関する基本的な事項を規定

デジタル・スマートシティ構想（2021年3月）
デジタルを活用したまちづくりに関する基本指針

基本指針に基づくデジタル・ガバメント分野の取組推進に関する計画

宮川 愛氏 西村 真里子氏



5推進体制

・

代表:浜松市⾧、事務局:浜松市（デジタル・スマートシティ推進課）
浜松市デジタル・スマートシティ官民連携プラットフォーム

【庁内組織】【官民連携組織】

連携

防災・安全分野
浜松市所管部局

教育・子育て分野
浜松市所管部局

モビリティ分野

健康・医療・福祉分野

産業(ものづくり)分野
浜松市スタートアップ戦略
推進協議会

観光・商業分野
浜松・浜名湖
ツーリズムビューロー

デジタル・ガバメント分野
浜松市所管部局

エネルギー分野

浜松市スマートシティ推進協議会

運営委員会

※必要に応じ部会や
分科会を設置

農林業分野

【林業】静岡県農林技術研究所森林・
林業研究センター

【農業】浜松スマート農業推進協議会 準備会

浜松ウエルネス推進協議会
浜松ウエルネス・ラボ

浜松市モビリティサービス
推進コンソーシアム

2020.4.1設置2020.4.1設立

デジタル・スマートシティ推進本部

本部⾧:市⾧、副本部⾧:副市⾧
事務局:デジタル・スマートシティ推進課

デジタル・
スマートシティ

推進WG

デジタル・
ガバメント

推進に向けた
PTやWG

会員数:203
（R5.5.1現在）



6浜松市デジタル・スマートシティ構想（2021年3月策定）
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官民共創による
まちづくり

浜松市デジタル・スマートシティ構想（2021年3月策定）



デジタルを活用したまちづくり推進条例（2022年7月施行）

デジタルを活用したまちづくりの推進に関する基本的事項を定め、市民生活の質の向上や都市の最適化を図り、
市民が安全・安心で幸せに暮らし続けることができる持続可能な都市を築くことを目的に制定。

制定の
目的

① デジタル社会形成基本法の趣旨に基づき、デジタルを活用したまちづくりに関する本市施策の策定、
実施について規定する。

② デジタルファースト宣言以降の本市取組の経緯を踏まえ、デジタルを活用したまちづくりに関する
基本原則を改めて規定する。

③ 2020年12月総務省が策定した「自治体DX推進計画」を踏まえ、行政手続きのオンライン化、
キャッシュレス決済等デジタル・ガバメントの推進計画の策定根拠を規定する。

 目的

 基本原則 : 構想 5つの基本原則を規定

①オープン／相互運用性 、②多様性／包摂性、③透明性／プライバシー、 ④持続可能性、⑤安全・安心／強靭性

 市の責務 : 基本原則にのっとり、市民等と連携し、及び協力しながら、施策を総合的に策定及び実施する

 市民等の役割 : 市と連携し、及び協力するよう努める

 基本指針等の策定等 : 基本指針及び推進計画の策定

主な
規定項目



インプット１:Well-being指標の活用
インプット２:官民共創をファイナンス面で支援
インプット３:ドローンの利活用
インプット４:データ連携基盤の活用
インプット５:Smart City Expo @バルセロナ 参加報告



デジタル庁: デジタル社会の実現に向けた重点計画（概要）より

暮らしやすさと幸福感を実感できるよう
Well-Being指標を活用

国 ”デジタル田園都市国家構想”
地域の人々の Well-Being の向上の実現といった共
通のゴールに向け価値観の共有を進め
共助の取組を引き出す

市 ”デジタル・スマートシティ構想”
人口減少・少子高齢化やインフラ老朽化、コロナ
禍の状況においてデジタルの力を最大限に活用し
「市民 QoL の向上」と「都市の最適化」を目指し
デジタルで “繋がる未来” を官民で共創

Well-Being指標を活用した市民の幸福感向上に向けた取組



11ウェルビーイングの視点を取り入れ、
市民が幸福を実感できる総合計画の基本計画を策定中

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/kikaku/totalplan2015/kihoniinkai2024.html



Digital Smart City HAMAMATSU
浜松デジタル・スマートシティMONTH



Digital Smart City HAMAMATSU

13浜松市モビリティサービス推進コンソーシアムでのWS開催



14Well-Being人材育成プログラム（OASIS）＠浜松

OASIS @浜松
Well-Beingの概念や指標の測定方法を理解し、主観・客観の両データを活用することで、市民の幸福感や暮らし
やすさの実感を高めるための政策をデザインできる人材を育成する。

■講師
浜松市フェロー 南雲岳彦氏

■プログラム構成
全６回

■参加者
市職員（下記の所属⾧）
・企画課 ・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ｽﾏｰﾄｼﾃｨ推進課
・財政課 ・市民協働・地域政策課
・高齢者福祉課 ・次世代育成課
・ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ推進課 ・交通政策課
・ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ推進事業本部
・ｳｴﾙﾈｽ推進事業本部、
・天竜区区振興課 ・教育総務課



15Well-Being人材育成プログラム（OASIS）＠浜松

2023.10.24 静岡新聞



16「はままつWell-Beingアワード2023」創設
「はままつWell-Beingアワード2023」を創設し、市民の幸福感向上に資する
企業や団体の取組を表彰
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浜松市Decidim
https://hamamatsu.makeour.city/

浜松市におけるWell-being指標活用の取組紹介

浜松市公式note
https://hamamatsu-city.note.jp/
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インプット１:Well-being指標の活用
インプット２:官民共創をファイナンス面で支援
インプット３:ドローンの利活用
インプット４:データ連携基盤の活用
インプット５:Smart City Expo @バルセロナ 参加報告



19国の動向（デジタル田園都市国家構想）

出典：デジタル庁作成資料



20国の動向（デジタル田園都市国家構想）

出典：デジタル庁作成資料



21国の動向（デジタル庁）

出典：第４回デジタル田園都市国家構想実現に向けた地域幸福度（Well-Being）指標の活用促進に関する検討会資料



22国の動向（デジタル庁）

出典：第４回デジタル田園都市国家構想実現に向けた地域幸福度（Well-Being）指標の活用促進に関する検討会資料



23国の動向（デジタル庁）

出典：第４回デジタル田園都市国家構想実現に向けた地域幸福度（Well-Being）指標の活用促進に関する検討会資料



24国の動向（金融庁）

出典：金融庁作成資料

https://www.fsa.go.jp/policy/sustainable-finance/index.html



25国の動向（経産省）

出典：経産省作成資料

https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/healthcare/downloadfiles/1.PFSSIBnosuishinnitsuite.pdf?fbclid=IwAR2YnAWbAj
FELvpDohkjobRRjHPStKMtI69POiirobSybe4I3HvJe5BCXSU



26官民共創型のまちづくりに向けたソーシャルインパクトファイナンスに関する
勉強会の開催

 健康・医療や介護分野を中心に、官民連携の手法としてPFSが活用されている。一方、SIB
の活用は、限定的。

 地域の金融機関において、SDGs・ESG 経営支援の文脈でPIFが活用されている。

 デジタル・スマートシティ政策は、官民共創型のまちづくりとして推進されている。

 国は、デジタル田園都市国家構想の中で、共助型社会の構築を目指している。

 デジタル田園都市国家構想推進の一環として、地域幸福度（Well-Being）指標活用の取組
が進んでおり、Well-Being向上のインパクト評価への指標の活用が期待される。

■ 背景

■ 目的

上記の背景を基に、今後、地域のWell-Being向上や人口減少下の持続可能なまちづくりに向
け、官民共創をファイナンス面で支える仕組みを検討するため勉強会を開催する。



27官民共創型のまちづくりに向けたソーシャルインパクトファイナンスに関する
勉強会の開催

主催：浜松市（デジタル・スマートシティ推進課）
共催：浜松市デジタル・スマートシティ官民連携プラットフォーム
※浜松市フェロー南雲氏や東洋大学藤木先生等の協力の下、実施

■ 実施の座組

■ 開催スキーム
下記勉強会をオンラインにて開催。また、オプションとして、金融機関の意向により、Well-

Being指標を活用したWS（地域の重要因子の見つけ出しやペルソナのインパクトマップ作成等）
の開催も検討。また、勉強会を通じた気付きを基に、ウェビナーの開催を検討。

①金融機関を対象とした勉強会
対 象：静岡銀行、浜松いわた信用金庫、遠州信用金庫
主な内容：PIF、地域インパクトとWell-Being指標活用等
開催時期：2024年4月又は5月

②自治体を対象とした勉強会
対 象：浜松市の関係部署

※OASIS実施自治体にも声掛け
主な内容：PFS・SIB、地域インパクトとWell-Being指標活用等
開催時期：2024年4月又は5月



28ソーシャルインパクトファイナンスに関する参考情報

（１）地方公共団体における地域幸福度（Well-Being）指標の活用推進について【デジタル庁】
https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/11e68843-5707-4331-8ea1-
00c1bcebe4c2/72011d8e/20231220_meeting_digital-garden-city-nation-wellbeing_outline_04.pdf?fbclid=IwAR3Zhnrg5W-
q3D8krVEha0rDUMRz6cX-RBlkzeRUGHH4Jor9XCTR4HIb0BQ

（２）地域幸福度（ウェルビーイング）指標の実践のためのOASIS研修とアワードプログラム【SCI】
https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/11e68843-5707-4331-8ea1-
00c1bcebe4c2/6f2bf16a/20240205_meeting_digital-garden-city-nation-wellbeing_outline_02.pdf

（３）経済産業省におけるPFS/SIBの推進について【経産省】
https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/healthcare/downloadfiles/1.PFSSIBnosuishinnitsuite.pdf?fbclid=IwAR2YnAWbAjFELvpDohkjobR
RjHPStKMtI69POiirobSybe4I3HvJe5BCXSU

（４）サステナブルファイナンスの取組み【金融庁】
https://www.fsa.go.jp/policy/sustainable-finance/index.html

（５）SIBについて（DIレポート）【ドリームインキュベータ】
https://www.dreamincubator.co.jp/wp/wp-content/uploads/2022/04/DIreport_SIB_210713.pdf?fbclid=IwAR2sucnR-
cZo0RpeskxMTcbp5K1P-gsBJlFU-rkVLGj6dYXnbxOFXkN2lW8

（６）インパクト志向金融宣言プログレスレポート2023【インパクト志向金融宣言事務局】
https://www.siif.or.jp/wp-content/uploads/2024/01/ProgressReport2023_final.pdf?fbclid=IwAR11MmnDLDVN-
lHb29iRilejr_xWC4lUhR4Xsgj3icvTVLnB-j5Nmhyuoq4

（７）滋賀銀行が推進するインパクト融資【滋賀銀行】
https://www.fsa.go.jp/singi/impact/siryou/20230424/02.pdf
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インプット１:Well-being指標の活用
インプット２:官民共創をファイナンス面で支援
インプット３:ドローンの利活用
インプット４:データ連携基盤の活用
インプット５:Smart City Expo @バルセロナ 参加報告









出典:第15回デジタル田園都市国家構想実現会議



デジタルライフライン全国総合整備計画



デジタルライフライン全国総合整備計画



デジタルライフライン全国総合整備計画



浜松市モビリティサービス推進コンソーシアム

〇事 務 局：浜松市（デジタル・スマートシティ推進課）

一般会員115団体（R5.11.21）



令和4年度 ドローンに関する意見交換会 報告書
■ 意見交換会の目的

浜松市モビリティサービス推進コンソーシアムにおけるドローンに関する意見交換会を通じ、ド
ローン市場の可能性や官民の各分野における取組の現状と課題、浜松における有力・重点分野等を
整理し、協調・共創領域に官民で取り組むことを確認（令和4年6月～12月の間、計4回開催）

行政における
現状・課題

民間における
現状・課題

協調・共創領域や
新たなビジネスモデル
のイメージ

詳細:令和4年度 ドローンに関する意見交換会 報告書
https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/documents/90341/230322drone.pdf

浜松における有力・
重点分野の設定
①防災
②物流
③農林業
④インフラメンテナンス
⑤広報＆ＰＲ
⑥建築＆測量



ドローン利活用推進部会の設置

国の計画等を追い風に、本市におけるドローン利活用の取組を官民連携で
より一層推進し、社会実装を目指す。

■ 設置の目的

■ 主催
モビリティサービス推進コンソ―シアム

共同幹事:遠州鉄道株式会社、スズキ株式会社、浜松市
（事務局:浜松市デジタル・スマートシティ推進課）

■ 活動の内容
・ドローン利活用に関する情報交換（国や市場の動向、会員の取組等）
・会員による取組や連携促進 等
※年3回程度の開催、Slack等での情報・意見交換
※実装を目指すプロジェクトの可視化



ドローン利活用推進部会の設置

■ 部会員
１９団体（12/7時点）

 株式会社オオタカ
 エアロセンス株式会社
 株式会社スカイピーク
 株式会社スカイワード・オブ・モビリティーズ
 セイノーホールディングス株式会社
 中部電力パワーグリッド（株）浜松営業所
 Terra Drone株式会社
 東京海上日動火災保険株式会社
 トヨタ車体株式会社
 株式会社トラジェクトリー

 株式会社トルビズオン
 DRONE FUND株式会社
 株式会社ハマキョウレックス
 株式会社フジヤマ
 企業組合フジヤマドローン
 森ビル株式会社
 ヤマハ発動機株式会社
 やまびこドローン（榊原商店）
 VFR株式会社



ドローン利活用推進部会の設置

 総務省 総合通信基盤局 移動通信課
 経済産業省 商務情報政策局 情報経済課アーキテクチャ戦略企画室
 〃 製造産業局 航空機武器宇宙産業課 次世代空モビリティ政策室
 国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課 河川保全企画室
 〃 物流・自動車局 物流政策課
 〃 航空局 安全部 無人航空機安全課
 〃 航空局 安全部 安全企画室
 〃 航空局 交通管制部 マルチ航空モビリティ交通管制調整室
 〃 中部地方整備局 浜松河川国道事務所
 独立行政法人 情報処理推進機構 デジタルアーキテクチャ・デザインセンター
 国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 IoT推進部
 〃 ロボット・AI部
 静岡県 デジタル戦略局
 静岡大学 土木情報学研究所

■ オブザーバー １４団体（12/7時点）



【参考】庁内ワーキンググループ

■ 構成課
 危機管理監 危機管理課
 財務部 技術監理課
 産業部 産業振興課
 〃 スタートアップ推進課
 〃 農業水産課
 〃 林業振興課
 土木部 道路企画課
 〃 道路保全課
 〃 河川課
 消防局 警防課
 上下水道部 水道工事課
 デジタル・スマートシティ推進部 デジタル・スマートシティ推進課（事務局）



＜社会背景＞
〇人口減少により医療、介護、交通、物流等の生活インフラの維持が困難に
〇災害時における孤立集落などへの不安
〇高齢化による免許返納の増加・足の確保の需要の拡大、社会保障の増加
〇インフラ老朽化による維持コストの増加
〇デジタル化の急速な進展や官民連携の活発化

＜取組の方向性＞
〇自然が豊かでWell-Beingに溢れる持続可能な生活の実現
〇共助による平時の生活インフラの維持とデュアルモードによる災害時に強いレジリエントな地域づくり
〇デジタルやモビリティの活用による便利な生活と自立と繋がりを感じる「田舎暮らし2.0」

＜アプローチ＞
〇全体の土台となるデジタルインフラのドローン航路の構築等にかかる取組を着実に進める
〇登る山（方向性）は共有しつつ、熱量の高い分野からアジャイルかつ柔軟に進める
〇小さく始め、大きく育てる（まずはやって見せて中心の輪を広げつつ大きな取組に）
〇現場主義の徹底による課題の解像度を高めることとアーキテクチャの観点からの抽象化を両輪に
〇民間活力や地域力の最大化と地域のプラットフォーム化

デジタルライフラインの整備や協調領域の構築インフラ
ドローン航路・電波・モビリティハブ等

自然が豊かでWell-Beingに溢れる持続可能な生活Well-Being

安全・安心 自立と繋がり 便利・ワクワク方向性
サービス ●移動販売

〇モビハブ・コミュハブの活用
●共助による交通（NPOタクシーや介護車両等）

●遠隔診療・服薬指導
●コミュニティナース
〇ドローンによる薬剤配送
〇ローリングストック
〇災害時のドローンによる状況把握・物資配送
〇ドローンを活用した河川等インフラ巡視・点検

●移動販売
〇オンラインショッピングの利用拡大
●スマホ等デジタル活用支援
〇モビハブ・コミュハブの活用●：導入済み

もちのき診療所（春野町）
R6.4～：週1回の診察に 静岡新聞2024.01.10



ドローン航路の構築とユースケース

物流 インフラ点検災害対応
・医薬品配送
・物資配送（BtoB・C）

・災害状況把握
・医薬品、物資配送

・平時にドローン航路を構築、利用することで災害時も速やかに対応
・人口減少下において協調領域を構築することで生活サービスを維持
・ドローンやAI等の活用によりインフラ管理を効率化、高度化

・河川の巡視
・河川や橋等の点検



ドローン航路の構築とユースケース
部会員の取組検討状況

物流 インフラ点検災害対応

×
佐久間：佐久間病院

水窪：千寿会

春野：光久会

二俣：天竜厚生会



インプット１:Well-being指標の活用
インプット２:官民共創をファイナンス面で支援
インプット３:ドローンの利活用
インプット４:データ連携基盤の活用
インプット５:Smart City Expo @バルセロナ 参加報告



地域の共助や共創を支え、継続的に創発される
データ連携基盤を活用したサービスの環境整備に向けて

Code for Japan との連携
「わたし」主体の
まちづくりを通して
ウェルビーイングを
実現する

AWS との連携
2022 年 9 月
デジタル・スマートシティの
エコシステム形成に関する
連携協定を締結

都市 OS（データ連携基盤）

シビックテックスタートアップ NPO 等関係人口

サービスレイヤー
の活性化

皆がそれぞれの方法でまちづくりに関わる
地域の共助や共創を支え、継続的な創発を促進



Digital Smart City HAMAMATSU

データ連携基盤活用の基本的な考え方

#地域の共助や共創を支え、継続的に創発されるデータ連携基盤を活用したサービスの
環境整備が重要。

⇒ サービスレイヤーの活性化。
⇒ 行政はサービスプロバイダーからローカルプラットフォーマー・コーディネーターへ。データ連携基盤は、

地域の共助や共創を支える新たな社会インフラ。

＃分散して存在する多種多様な基盤の「ハブ」（一元管理や集約ではない）となり、「データの流通・
連携をサポート」するデータ連携基盤の利用。

#データ連携基盤は所有しない。サービス（SaaS）として利用する。

＃スモールスタート。ユースケースが増えればデータ流通量に合わせてスケールアウトしていく。

＃規格やソース、クラウド環境はオープンであること。

＃変化のスピードが速い中で、疎結合と回遊性を担保。

＃ミニマムな本番環境と検証環境を用意。



データ連携基盤 役務（SaaS）提供範囲
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データ連携基盤 データカタログポータルサイト

https://dataplatformportal.city.hamamatsu.shizuoka.jp/



Digital Smart City HAMAMATSU
データ連携基盤の連携データ

＜参考＞浜松市データ連携基盤データカタログポータルサイト
https://dataplatformportal.city.Hamamatsu.shizuoka.jp

●AI分析によって導き出した市内の
交通事故発生危険箇所データ

●市内の道路に設置された冠水
センサーや水位計の観測データ

●河川の水面の動画に解析によって
推計された河川を流れるごみの量
のデータ

●市内の斜面に設置された計測器の
観測データ（土砂災害の監視）

●市内の障害者施設などで検知された
笑顔のデータ（場所、回数、時間）

●作業中の林業従事者の位置情報
（林業従事者の安全確保）

※一般提供していないデータも一部あります。

＜現在連携されているデータ＞
●車載カメラとAI分析によって検出

した道路損傷箇所のデータ
●SNSの投稿等からAIで収集した

市内の災害・事故リスク情報
●市民の投稿による道路や公園設備

の損傷情報、不法投棄の通報情報
など

●市内で行われたボランティア活動
の実績データ

●共助型地域交通の運行データ

●市内の河川付近の水位計や雨量計
の観測データ（水害発生の監視）

市内の人流・混雑度データ

＜今後連携予定のデータ＞



浜松市データ連携基盤活用モデル事例創出事業
( Hamamatsu Open Regional Innovation Project )

データ連携基盤を有効活用した
新たなサービスやアプリケーションの創出



• 今年度は“Hamamatsu ORI-Project X”として次の３つの取組を並行して実施。

１ 地域課題解決型
浜松市データ連携基盤を活用した地域課題の解決策の検証
浜松市の各部門から提示された課題テーマについて、浜松市データ連携基盤を活用して解決を
図るプロジェクトを公募し、有望案件について浜松市内における事業検証の支援を実施。

２ スポンサー協業型
浜松市データ連携基盤を活用したスポンサー企業との協業促進
Hamamatsu ORI-Project スポンサー企業の提示する浜松市データ連携基盤を活用する協業テー
マについて、対応可能な事業者を公募し、スポンサー企業との連携による事業検証の支援
を実施。

３ “データ・フュージョン・キャンプ2023”の実施
浜松市内でのハッカソン、データ連携基盤のオンライン研修や開発されたプロトタイプの継続フ
ォローアップ等を組み合わせた継続的なサービス開発実践プログラムを実施。

■事業公式WEBサイト:https://www.ori-project.hdsc.city/

令和５年度 Hamamatsu ORI-Projectの全体像



データ連携基盤を活用したサービス創出支援

アイデア レベルから実装までを一気通貫で支援

■アイデア創出、検証（ORI-Project: 2020 年度～）

■サービス実証、実装（実装支援補助金: 2022 年度～）

■トライアル発注認定事業（2022 年度～）

解析後

青:自然系ごみ
赤:人工系ごみ

市内のスタートアップ等が提供する優れた商品・サービスを
浜松市が認定
積極的に PR を実施し販路開拓を支援、市も優先的に導入

データ連携基盤を活用した新たなサービスの創出に向け
全国からアイデアを募集
浜松をフィールドに実証実験を実施

サービス実装に向けて取り組む民間企業等を支援
サービス実装により地域の課題解決や活性化を図るとともに
新たなイノベーションを創出



まずは協調・共創によりデータ連携基盤を活用した
持続可能なサービス創出の環境構築や市場形成を!

出典：エリア・データ連携基盤支援プログラム説明会資料出典：同団体HP

マーケットプレイス
～Show Case for Smart City～

（一社）スマートシティ社会実装
コンソーシアム

スマートシティのサー
ビスエコシステムの構築
に向けた「マーケットプ
レイス」を公開

出典：同団体HP

東京を拠点にした
FIWARE利用者コミュ
ニティのiHub Baseが
設立。FIWARE 
Foundationから正式
認定を受けた日本で
唯一のFIWARE iHubs。

自治体職員を
対象としたデー
タ連携基盤の勉
強会を開催。
（2022.12～）

出典：同社HP
出典：同団体HP



https://ihubbase-webinar-spbdjz.peatix.com/?fbclid=IwAR2--YbSb8VIbKS2npHvs94Wo0FRNClaLWEsGjMFJd5waY2VnH7Gqdqm1Cg



インプット１:Well-being指標の活用
インプット２:官民共創をファイナンス面で支援
インプット３:ドローンの利活用
インプット４:データ連携基盤の活用
インプット５:Smart City Expo @バルセロナ 参加報告



スマートシティ エキスポ ワールドコングレス2023開催概要
都市をより持続可能で住みやすい空間に変えることに焦点を当て

た、革新的なソリューションとプロジェクトが結集する世界最大の
スマートシティイベント

会期：2023年11月7日～11月9日
会場：バルセロナ市内の国際展示場
※1,000を超える出展者、2万5,000人の参加者

（800を超える都市と140か国からの参加）
（昨年に比べ展示面積が55％、参加者数が20％増加）



スマートシティ エキスポでの活動や参加による気付き

１ 現地での活動・情報の共有や気付き
・浜松市がFiware Foundationに加入
・Fiware Foundationのネットワーク → コミュニティでありファミリー

（グローバルに産学官が連携し共創している（大学の存在））
・産学官の連携、Fiware×@の連携が充実、協調領域づくり（オープンソース、

マーケットプレイス等）

２ 国内のコミュニティやビジネス環境の強化に向けて
・日本でも広く協調領域を設定し、垣根を越えてコミュニティづくりを
・iHub Baseの更なる活用とC4JのSlackのFiwareチャンネルとの連携
・マーケットプレイス（MoC Readyとも連携）の活用やB2B2G（orBorC）の

ビジネス環境の強化

３ 日本の国際貢献（都市課題解決・ビジネス両面）



現地での気付きと今後に向けて

スマートシティ政策

 技術やソリューションは、IoTを活用したモニタリングや、ビッグデータやAI
を活用した最適化、BIツールを活用した可視化など、日本で活用されている
ものと比べ抜き出ている印象は受けなかった。データや技術を活用しつつ、
ストーリーづくりや戦略性、ビジネスも含めたエコシステム形成がポイント
となると感じた。

 本市も含め、日本では、地域課題の解決にスタートアップ等の企業が参画し、
新たなビジネス創出につなげるエコシステムの形成に取り組んでいるが、創
出されたソリューションをグローバルなマーケットまで展開していくには、
B2B2G（又はB又はC）といった、グローバルにビジネスを展開するためのビ
ジネス環境やインフラの整備が必要である。



現地での気付きと今後に向けて

 バルセロナ市のスマートシティは、技術やソリューションというより戦略性
に⾧けている（持続可能な都市づくりにおけるより包括的な政策・戦略）。
持続可能な発展に向け、技術を活用しつつ、世界から優秀な人材を獲得し、
それがスマートシティをはじめとした取組の基盤となり、エコシステムの形
成を目指している。

 SCEWCの開催等を通じ、バルセロナが世界のスマートシティの中心であると
いう都市ブランドやイメージを世界に発信し、人や企業、情報を集め、その
輪を広げエコシステム形成に繋げていくという戦略性を感じた。

 スーパーブロックやファブラボをはじめ、既存のアセットを有効に活用し、
コストを抑えつつ、うまく時代の変化に対応している（Re-Purpose）。

バルセロナ市の都市戦略



現地での気付きと今後に向けて

 今回、本市がデータ連携基盤として活用している欧州で開発されたオープン
ソースのFiwareの国際組織である「Fiware Foundation」に自治体会員とし
て入会した（会費無料）。自治体、企業、大学等がグローバルに繋がりコミ
ュニティが形成されており、ユースケースづくりや好事例の横展開にともに
取り組んでいる。

 本市の取組発信や海外の事例の共有、マーケットプレイス（ネット上でソリ
ューション等を紹介する機能）の機能等を活用した海外へのビジネス展開等
を進めていく。

データ連携基盤活用のエコシステム形成



現地での気付きと今後に向けて

 データや先端技術を効率的な都市の運営や市民サービスの向上に繋げるとともに、ス
トーリーづくりや、持続可能な座組、ビジネスの面からもどのようにエコシステムを
形成していくかが重要となる。

 今回のバルセロナ出張で得た情報を活かしつつ、グローバルなイシューやテーマ（持
続可能性、CN、多様性等）を捉え、また本市の特⾧を活かした戦略として、構想第2
期を策定していく。

＜現地で得た情報や気付きの発信＞

＜浜松市デジタル・スマートシティ構想第1期(終期：2024年度)の改定＞

 第3回ウェビナー（2023.12.26） https://www.month.hdsc.city/webinar/2023-03
テーマ：世界のスマートシティのトレンド

～スマートシティ エキスポ ワールド コングレス2023参加報告～

 第4回ウェビナー（2024.01.31） https://www.month.hdsc.city/webinar/2023-04
テーマ：データ連携基盤（Fiware）活用のエコシステム形成に向けて

～コミュニティとビジネス環境の強化～



現地での主な活動
浜松市の取組発表等



現地での主な活動
Fiware Foundationへの加入



https://www.fiware.org/marketplace/

Fiware FoundationのMarketplace



現地での主な活動
各種視察（バルセロナ市役所）



現地での主な活動
各種視察（TECHバルセロナ）



現地での主な活動
各種視察（スーパーブロック、ファブラボ）



現地での主な活動
企業面談やネットワーキング



アジアで最大のスマートシティイベント
Smart City Summit & Expo 2024 @台北＆高雄に参加!

https://en.smartcity.org.tw/index.php/en-us/



72“やらまいか精神”でデジタル田園都市国家構想のリファレンスシティへ!

データ・フュージョン・キャンプ2023


